








〔序言〕 

 特発性ネフローゼ症候群(ネ症)のなかで頻回再発型ネ症(FRNS)やステロイド剤(ス剤)抵

抗性ネ症(SRNS)は,治療・予後の面から難治性ネ症として腎疾患の重要な課題を占めている。

これらの疾患に cyclophosphamide(CP)や chlorambucil(CL)といった免疫抑制剤が使用さ

れ,FRNS は長期の寛解が得られているが,その遠隔成績は少なく,薬剤の種別の効果も不明

である。最近ではス剤依存性例は寛解率が低いことが示唆されている。一方,SRNS での免

疫抑制剤の効果は必ずしも良好ではない。そこでわれわれは,FRNS の CP および CL 治療の

遠隔効果と臨床所見,ス剤依存性,腎組織所見との関連,SRNS での効果と腎組織所見および

副作用を検討した。 


